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手稿本 によ るオ リジナル版Sα πc`αrッの研究(VI)
菊 池 昭
12.「第XII章 」 につ いて(承 前)
Isom運 転 の車 の中でのHoraceの 苦 い 自省,現 代機 械主 義,商 業主 義 へ
の彼 の批判 を述べ た短 い一 節が終 る と,に せ アカ シヤの 花の匂 いに満 ちた道
を通 って車 は ど うや らNarcissaの 家 にっ い た とい うこ と に な る ら し く,
Horaceは そ こで突 如,MissJennyに 向 って 「そん な こと は起 こ りや しま
せ ん よ」 「い まは文 明の世 な んです か らね」(MS.68,TS.175)と喋 って
いることになるのだが,そ うか と思 うと,次 の部分ではまた場面急 変,'Horace
が 自 分 の部 屋 に いて,"It'swhenIthinkofLittleBelle;thinkthat
atanymoment…"(MS.69,TS.175)とテ ー ブ ル の上 に置 いて あ る
LittleBelleの 写 真 を眺め て い る ことにな って しま う。 余 計 な 説 明 を省 い
た簡潔 な ことば選び,と い うよ りは,や は り自己満足的 な唐突 さが 目立つ とい
わ ざるをえないよ うに思 う。
お ま けに このLittleBelleに か か わ る叙 述 は,こ の あ とGowanが
01dFrenchmanPleceから逃 走 す る話(後 述)で 一 旦 中 断 さ れ,MS.
では同 じp.69だ がTS.で はpp.178-79に な って もう一度 取 り上 げ ら
れ ることになる。改訂版 にな ると,オ リジナル版で 分断 されてい るこの二つの
叙述が一っ にまとめ られ,第jg章p.162の 一節 とな ってた しか にす っ きり
とす るのだが,し か し,こ こでFaulkner.が 一 つ なが りの話 をわ ざわ ざ別 の
話で切 り離す ような ことをしたの は,上 述 の唐突 な場 面転 換 と同 じ く,効 果
を狙 いす ぎて幾分 ひとりよが りにな った ものか とい うと,必 ず しもそ うとばか
りはいえない ものが あ るよ うに思 われ る。Gowanの 話 を挿入 す る ことで,
〔1〕
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Faulknerは 実 は,LittleBe11eに 対 す るHoraceの 真 の気 持 を 読 者 が
誤 りな く知 る手がか りを与えよ うとした,と も考 え られ るか らで ある。
順序 に従 って,ま ずGowanの 話 で中断 され る前 の,テ ー ブル の上 にあ る
LittleBelleの 写 真 を 眺 あ る と い うMS。69,TS.175の叙 述 を 調 べ
てみ よう。(両 者 には,動 詞 と副詞 の位置で一,二 か所 入 れか わ りが あ るが,
本質的 な変更 はない。 なお,タ イプ・ミスの箇所はMS.と 照 合 して訂正 。)
Againstthebookonthetablethephotographsatunder
the1母mp.Alongthefouredgesofitwasthenarrowim-
printofthemissingframe.Thefaceworeanexpression
』
ofsweetandbemusedself-consciousness.The 、shorthair
wasstraightandsmooth,neitherlightnordark;theeyes
darkerthanlightand .withashiningqualitybeneathsofむ
andsecretlids;aprimsmoothmouthinnocentlytravestied
byth6paintedbowoftheperiod.Hebegantowhisper
Damnhim,damnhim,trampingbackandforthbeforeもhe
photograph.
Inthewindowthefaintcurtainsmovedinshadowy
per玉stalsisuponthesmoothbellyofthedark.Thedark-
nesswasshrillwiththedrowsydissohanceofearlysummer
cicadas,...(MS.69,TS.175)
当 初Faulknerは,こ の部分 をGowanの 話 で 中断 させず に その ま ま展
開 して行 こうとして いた もののようで,そ の ことは,上 記部分に続 く箇所で彼
が一 度,"andhethoughtagainhowdarknesslsthatagentwhichde-
stroystheedificethatshapespeopletoacertainpredictable.xof
conduct,asthQughby七heimpactofeyes"という文(x部 は判読 不能)を
書 いて抹 消 して い ることで も明 らかで ある。1そして この抹消 された ものが,今
度 はGowanの 話 の あ と に,MS.で は 向 じp.69の 下 段,TS.で は
pp.178-79に 次 のよ うなか たちにな って再 現す るわ けで あ る。(イ タ リック
体 はMS.で マ ー ジ ンに追 記 され た箇所。 〈 〉 内 はMS.で は除 か れ た
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部分を示す。)
Thecurtainsbillowedstθadilyandfaintly,asthough
totheshrillpulsingofthecicadas,andhethoughthow
darknessisthatagentwhichdestroystheedificewithwhich
lightshapespeopletoacertainpredictablebehavior,as
thoughbytheimpactofeyes;thinkingofthegrapearbor,
ofthemurmurofyoungvoicesdarkeningintosilenceand
intothepalewhisperofLittleBelle'ssmallwhitedress,
qノ 古ぬεdヒZ`cαεθαπdα78θr鉱 πLαηzπLαZ`α1zω乃`叩 θrofthatcurious
smallflesh<whichhedidnotbegetand>inwhichwasvat-
teddelicatelyaseethingsympathyoftheblossominggrape.
Hedrewachairtothetableandmovedthephotographuntil
thefacewasclearofthehighlight,gazingatthesweet,
veiledenigma.(MS.69,?S.178-79)
ところで,MS.69で マ ージ ンに書 き足 され た部 分(イ タ リック部。 これ1
は第 皿章 冒頭 で も使 われた表現)以 降,"theblossominggrape"までが,多
くの 研 究 者 を してLittleBelleに 対 す るHoraceのincestuousな感
情,思 春期 の少女 の肉体 に対す る彼 の欲 望な い し憧 憬 を示す もの と考 え させ
た大 もとの叙述 で あ る。 そ して上記 二 つの部 分 を統合 整理 したよ うな'R.
(Revisedversionの 略。 以 下 同 じ)p.1621は,LittleBelleの顔 の
こまかい描写や暗闇について の感想 などを切 り棄て,MS.で いえ ばマ ー ジ ン
追記部 分以 降だけを取 り上 げた もので あるだ けに,R.の みを読 んだ者 が そ こ
にHoraceの 近親相姦的感情が露骨 に示 され て いる とみ た と して も,そ れ を
幽甚 しい軽卒 と言 って責 めるめは,必 ず しも当をえて はいないか も しれない。
しか しオ リ'ジナル版の記述に目を通 し,そ れ を注意深 く読んだ者 は,も はや,
ここでのHoraceが,、Narcissaに対 す る満 た され な い恋 情 の代償 と して,
今度 は義理の娘の心 身をわが物 に したい と願 って いる,1)な どと読む ことはで
きな くな るだ ろう。.
1)SeeLangf・ ・d・ 肋Z脚 ・〆・Rω 肋 π ・ゾ"翫 繊 α・ジPP. 17-20.
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Horaceは 一 体,ど ん な感 情 を もってLittleBelleの 写 真 を 眺 め て い
るのか。義理の娘の無垢 の顔 を眺める ことで,身 にまといっ く汚れを払いたい
一Horaceに はその願いがまずあ るのだが,写 真を見て いる うち に,し か し
Horaceは,こ の娘の無垢 がやがては間違 な く失 わ れ る,そ れ もRubyに 聞
か されたあのGowanと いう男のよ うなバ カ者 によ って汚 され,失 わ れ るか
も しれない とい う事 実に,否 応 な しに突 き当ったのだ という こと一 この記述
の意味は,そ うい うもの として解釈 されなけれ ばな らないだ ろう。
す なわ ち,Faulknerが こ こでGowanの 話 を挿入 す る こ とに したの は,
ただ に例 のF{aulkner好 みの 時間 逆転 だ けのた めの もので は な く,Gowan
とい う男 を もう一度読者の前 に引 っ張 り出す ことで,義 理 の娘 とはいえ次第 に
女 と して成熟 して行 ってい る少女 の身 を気 づ か って い るHoraceの 心遣 い,
Horaceの 真の気持 を読者 に何 とか伝 えようとす るための,そ れな りの工 夫で
あったと考 えることがで きるのであ る。
更 にFaulknerは,Horaceの気持 を ただ このGowanの 話 の挿 入 と い
うことだけで暗示 して いるので はないことにも注意 しなければな らない。後で
も う一 度 触 れ る こ とで もあ るが,HoraceはLittleBelleの写 真 を眺 め
て 物 思 い に耽 っ た あ と,MS.71,TS.181で 、¥issJennyの 部 屋 に 赴
き,彼 女 とGowanの こと,そ して いつ も狼 につ け狽 われ て い るよ うな娘た
ちの ことを話 し合 うことにな る。 その時Horaceは 次 のよ うにい うので あ る。
(R.で はp.161。)
Icanreconcilemyselftoherhavingtobeexposedtoa
scoundrelnowandthen,buttothinkthatatanymoment
shemaybecomeinvolvedwithafgo1.(MS.71,TS.181)
こ こで の4she"をBrooks ,はLittleBelleと 見 る♂ だ が,Temple
を指 して い ると考 える方が 自然か も しれ ない。 あ るいはFaulknerは,両 方
の娘を同時に指 し示そ うとして故意にあいまいな ことばを使 ったのか もしれぬ。
2)Brooks,V碗 π`αηL翫 α號πer,P.129.
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LittleBelleを 指 す に しろTempleを 指 す に しろ,こ れ を 言 うHorace
の気持 だけは,し か しもはや誤解す る余地がない といわね ば な るま い。(つ い
で に言 え ば,先 述 のMS.69,TS。175で 亘oraceが 言 いか け た こ と ば
"thinkthatatanymoment_"の う しろには,上 記 引用 の よ うに"she
maybecomeinvo1密dwithafoo1"が来 るものであ ったか もしれない。)
Faulknerは 改訂 版 で,HoraceがLittleBelleの写 真 を 見 て い る場
面 と彼 がMissJennyと 話 し合 って い る場 面の二 つ を直接 結 びつ け,し か
もその順 序 を逆 に して,HoraceがMissJennyと話 した あ と に娘 の写 真
を眺め るように して いる。 い うまで もな くゼ この新 しい配列によって,読 者 に
十分な注意深 さがあれば,Horaceの 娘 に対す る気持がよ り容易に看 取 れ るこ
と・にな ったといえ るであ ろう。
逆 にいえば,Faulknerが 上 記 の(い まR.162に み られ る)よ うな配列
に変え たとき,彼 の中に は,そ れ によ って 読者 がH虚aceの 真意 を誤 りな く
読み取って くれるはず,と い う読者 に対す る信頼が あったので はないだ ろうか。
とすれ ば,改 訂版 で のHoraceを,incestuousな感 情 に取 りつか れ易 い,
一種 の精神的不具者 に して しまった責任は,作 者にはな くて全 く読 者の側 の不
注意 にあ るといわなけれ ばな らないだ ろう。 ●
さて,LittleBelleに 対 す るHoraceの 真 意 を 以 上 の よ うな もの と理
解 して お い て,再 びMS.,TS.に 戻 れ ば,彼 は こ う してLittleBelle
の写真 を眺 め,夜 の闇 の中に蝉の声を聞 き,暗 くな って一 層強ま った庭の匂 い
をか ぎなが ら,そ れ をきっか けに して,去 年の秋のあ る午 後,そ の庭を歩いて
いたGQwan-一 一上 品めか した,言 ってみれば ころころ肥 ったcavalierと いっ
た感 じの そ の姿 を思 い 出 し(MS.69;TS.175),更にRubyの 話 した
Gowanの 愚か し くみ じめな遁 走に思いを向けて行 く。
このRubyの 話がR。 第10章 と して使 わ れ るわ けで,Faulknerは こ こ
で,ほ とん ど初 めて文字通 りの書 き直 しとよべ る作業を して いる。つ まり,手
稿本 にRubyの ことば として 出て来 る四,五 行 の文章 を引 き伸 して,描 写 を
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具体的 にし,会 話を入れ,迫 力あ る場面 に改変す るのであ るが,改 訂版p.81
と,p.82の 三分の二 を占める ことにな るこの叙述の原型 は次 のような もので
あ る。(引 用 はTS.に よる。)
"H
θcameouttothekitchenwhileIwasgettingbreak-
fast,"thewomansaid."Wildlooking,withhisfaoeall
bloodyandswollen.Itriedtogethimtowashitoff,
buthekeptoロjabberingaboutheruntilImadehimunder-
standshewasdownthereinthecribasleep,thenhecalmed
downsomeandsaidhewasgoingtogetacar.Itoldhim
wherethenearestonewas,andhewouldn'tevenwaitfor
breakfast."、(MS。69,TS.176)
このあ と,Gowanが 「車 を手 にいれな くち ゃ」 と,ま だふ らふ らしなが ら
Goodwinの 家 を出て,し か しも う一 度 戻 ってTempleと 顔を 合わ せ るバ ツ
の悪 さに耐えられず,具 合よく来合わせた車に乗せて もらって立 ち去 る場面一
R.第10章 の 終 りま で はTS.176-77の 通 りで あ る。 た だ,TS.の この
ペー ジの前後 で,Faulknerは タイプ しな が ら二 か所 に新 しい文章一MS.
にはない文章 をっ け加 えて行 って い る。 そ の うち,(現 在R.第10章 の終 り
になって いる)Gowanが 来合 わせ た車 に拾わ れて行 って しまうとい う記 述 の
あ とにつ け加 え られ た,TS.177の 中段 か らTS.178の 下 段 に わ た るか
なり長 い一節 につ いて触れてみ たい。内容は凡そ次のよ うな ものである。
HoraceはLittleBelleの写 真 の"sweet,soft,secret"な顔 の 前、
を往 った り来 たりしなが ら,「 文 明の時代だなんて クソ くらえ だ。 とは い う も
のの,我 々み んな,evilは 大胆 とい うことを言 い換 えた もの と思 って い た り,
あるいは衣裳棚か ら引 っ張 り出 して来 るぎん ぎらぎんの夜会用 ドレスみたいな
もの程度に考えている,こ の時代 の愚 か しさか らは逃れ よ うもないのだ。大体,
世 間の連 中 と来 た ら年長者 を見倣 って いれば間違 いない と思 った り,雑 誌や映
画で おそわったことはみんな試 してみ るものだな どと考え るほ どバ カ と来て い
る。大切 な ことは,連 中 に自分 自身の生活を生 きてみ うと教え ることだが,今
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の世は,十 六歳の者はいうに及ばず,六 十歳の人間だって自分の生活など持っ
ていやしないあだ」そしてGowanを 思い浮かべて 「あのロクでな しめが」
と,彼 を罵り,「人間には,子 供の中にさえ悪が潜んでいる。なのにあんな連
中を野放 しにしておくとは一 」 と慨嘆するのである。せめて,Templeも 今
頃は もう学校に戻 り,生 れては じめて寝つきの悪い夜を過ごしたかもしれない
が,そ れだって一夜だけのことで,あ とは自分がとにかく逃げ帰って来たのだ
と思い返 し,あ れ らのことも今はもう,何 かお菓子を食べながらの内緒話みた
いな感 じのものになって,も う何も心配する必要のない暗がりの中でタバコを
もみ消 し,や わらかく吐息をつ くと,ま るでバスケットやベッドの中で子犬た
ちが押 し合いへし合いするみたいに夜具を波打たせながら眠りについているだ
ろうと想像 してみるのだが,そ れにしてもあんな連中がこの世に存在して息を
し,勝 手気ままなことをしているのだと考えると……。「あのロクでな しめ」
と,再 びGowanを 罵るわけである。
このHoraceの 皮 肉な,'そ れ だけに誠 に真 を穿 っ た,現 代 とい う時代,お
よびその中で生 き暮 してい る人 間に 対す る観察 は,ほ か な らぬFaulkner自
身の もの と考 えてよいかと思 われ るのだが,改 訂版で は全面 的に削 られて しま
う。作 品の中心 がTemple-Popeyeの 物 語 にな った とい う ことが まず第一 の
理由であ ったろ うが,し か しそれだ けでな く,オ リジナル版,改 訂版 の区別 な
しに一 つ の 「小 説」・と してみて も,こ うした生の意見 吐露 はやは り避け るべ き
ものだ ったか らではないだろ うか。 こうい う記 述 か ら,読 者 がFaulknerと
いう人 の考えを知 るおもしろさはたしかにあ るが,し か しそれは別 の問題 であっ
て,小 説 であ る限 り登場人物 の意見 は,筋 の展開一 一人物たちの行為を通 して
おのずか ら示 され るべ きもので あると言わねばな らないだ ろう。
MSτ,TS.で は;先 述 の 通 りこの あ と,女 と して 成 長 して 行 くLittle
Belleの 今 後 に対 す るHoraceの 懸 念を表 わす 部分 が 来 るわ け で,従 っ て
改訂 版で は,そ こか らまた第19章(p.162)で 利用 され ることにな る。
MS.,TS。 の 第組 章 は量 が 多 い だ け にR.の あ ち らこ ち らの 章 に分 割
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し て 利 用 し て お り,こ の よ う に 一 度 出 来 上 っ て い た も の を 解 体 し新 し い 構 想 に
従 っ て 組 み 替 え る と い う の は,大 変 な 苦 労 だ っ た ろ う と 察 し られ る が,そ れ だ
け で な く,R.の こ の 部 分 で は,Faulknerは(先 に 触 れ た 通 り)MS.,
TS.に 手 を 入 れ て も う一 度 書 き 直 し て い る の で あ る 。 現 在R.162-63に
み ら れ る 次 の 文 の オ リ ジ ナ ル な か た ち は,下 記 の よ う な も の で あ っ た 。
R.162-63:,
Hemovedsuddenly.Asofitsownaccord'thephoto-
graphhadshifted,slippingalittlefromitsprecarious
balancingagainstthebook.Theimageblurredintothe
highlight,likesomethingfamiliarseenbeneathdisturbed
thoughclearwater;helookedatthefamiliarimagewitha
kindofquiethorroranddespair・atafacesuddenlyolder
insinthanhewouldevθrbe,afacemoreblurredthansweet,
ateyesmoresecretthansoft.Inreaching`forit,he
knockeditflat;...
MS.69,TS.179=
Herosequickly,thechairscrapingonthefloor.Again
thefaceblurredintothehighlight,yetthefamiliarityof
theface'splanesenabledhimstilltoseeit,asthough
beneathdisturbedwaterorthroughsteam,andhelookeddown
atthefacewithasortofstillhorroranddespair,ataface
moreblurredthansweet,ateyesmoresecretthansoft.
HereachedforitsoquicklythatheknockeditfIat,...
両者を比較 してす ぐ気のっ くことは,R.の 中 にあ る"・atafacesuddenly
insinolderthanhewouldeverbe"がR.だけの もの とい うことで あ る。
こう して繰 り返 し女 の"sin"に 言 及す る とい うこ とは,耳oraceと い う仮 空
の人 物 が とい うよ りは,作 者Faulknerそ の人 が,女 の"p・tentialevil"
(TS.178)に 余 程悩 まされ た ことが あ った とい うこ とを 示す もの で あ るか
もしれな い。
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MS.,TS.で は,こ の あ とHorace'がMissJennyの部 屋 に 出 向
くとい うことになる。MissJennyの 部 屋 には電 話が つ いて いるの に それ を
利用 しなか った ことにつ いて,"thereasonwasthathedidnotwantto
disturbher,knowingthatthereasonwasthathedidnotwanteven
MissJennytoknowwhatanoldmanhewas"などと書 かれて いるが,改
訂版(p.160)で は,(Narcissaの 家 に居候 して い る ことにな って い るオ リ
ジナル版 とは違 い,自 分の家で暮 してい る)Horaceが ハ イヤーで妹 の家へ 行
き,MissJennyへ の電 話 にっ いて は,た だ"hedidnottelephone"と書
かれ るだけにな る。贅肉が完全に取 り除かれた とい うべ きであろ う。
な お,MS.の 段 階 で,FaulknerはMissJennyの部 屋 に黒 人 少 女 の
小間使Suddieを 寝 かせて,そ の情景 を二度 も書 き直 して 描 いて い る(MS.
71)の だが,TS.180で このSuddieは 結局削 られて しまう。
さて,こ う してHoraceとMissJennyは相 対 して 話 し始 夢 るが,ま
ずMissJennyの い う"Didyoudreamwhocommittedthemurder?"と
い う ことばへ のHoraceの 返 事,"Yournice,wellbredyoungman."か
らが,'も との姿 を残 しつつR.第19章 で使 われ ることに な る。(構 成 的 には,
オ リジナル版第X章 か らの活用部分が終 り,そ れ に続 くとい うかたちになる。
R.160参 照。)
と こ ろで,Ms.,Ts.で はHoraceの こ ㊥ こ と ば"Yournice,_"
は,R.160で は"Hernice,..."と な って,こ の 「素敵 な,育 ちの よい若
者,Gowan」 をお気に入 りに してい るの はNarcissaで あ る ことに変 って い
る。MS.,TS.の ・MissJennyに 対 す る"Your..."には も ち ろ ん
軽 いhumorが あるが,R.の"Her_"には,そ れ までの 筋の流 れか らみ
て 冷 い皮 肉 しか な い。(更 にR.で は こ の あ と に,"HerVirginiagen-
tleman."と い うこ とばが続 け られ るが,MS.に もTS.に もこの こ と ば
は出て いない。)
さて,こ う して始 ま った二 人 の会 話 だが,そ の会 話 の 中 に,Horaceが.
Narcissaに つ いて"Isaidshehasnoheart.Shecannotbesatisfied
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withlessthaninsult."と 言吾ることばがある。 この ことば は もちろん,Nar-
cissaに 対す る非常 に きび しい批判 で あ るが,MS.hを 眺 め る と,上 記 の
ことば中,ま ず後半 の"Shecannotbesatisfied..."が書か れて いな い こ
とに気づ く。 これは,実 はTS.181で タイプ中に追加 された もの なので あ っ
て,前 半 の"Isaidshehasnoheart"もま た,MS.で は"Isaidshe
hαd..."(イ タ リックスは筆者)で あ ると共 に,こ のζとばの前 後何行 か はあ
とか らマー ジンに書 き込まれた ものであ ることを見 る。
従 ってFaulknerの 最 初 の構想 で は,こ この 場面 の 展 開 は,Horaceが
「あなたのお気に入 りの若者 は もう来 ないで し ょう」 と言 い,「 ああ い う連中
が我 が物顔 に この世の中を歩 きまわ ってい るか と思 うと……」 と憤慨 す ると,
MissJennyが 「おや,〔 あな たの お気 に入 り,な んて い うか ら〕 私 はあ な
たが誰の ことを言 ってい るのか,ち ょっとわか りませんで したよ」 と答え,「そ
れに して も,男 親 というの は変 なものですね。 自分の身内でない女は必ず 身を
あや まる と思 って いるんだか ら……」 とい うよ う'な調子 で話 を進 ませ,Nar-
cissaに 触れ るっ もりはなか った らしいのであ る。
この原 型に対 し,Gowanの 行 状を もう少 し復習 して お こうとい うのが マー
ジンの追記 になったわ けで,MissJennyが 「あ の男が 結婚 を 申 し込 んだ ら
Narcissaが 断わ った っけ」 とい うの に対 してHoraceの 答 え るのが,上 記
の"Isaidshehadnoheart."なのだが,こ 、こでHoraceが いわ ゆ る時
制の一 致を させ る,ま さにその ことによって彼が未だ に甘 さか ら脱 け出 られな
いでい る事実が示 され ることになる。Narcissaの 性 悪 さは,た だ に彼 が上 の
意見を述べ たその 「当座」 だけの もので はな く,ま さ しく生得の ものであ る。
その認識 を,も うそろそろ小説 のこのあた りでHoraceに 持 たせ て おか なけ
ればな らない一Faulknerは タイピングしなが ら,そ う考 えた のだ とい え る
だ ろ う。"shehad"が"shehas"に変 え られ たの はTS.181に おい て で
あり,そ こでは更に加 えて,「 侮辱 しな いでは満足で きな いのだ」 とい う こと
ば までが付 け足 され ることにな るのであ る。
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この部分 に続 くR.の 構 成 は,先 に述 べ た通 り,MS.69,TS.175お
よ び178-79に 逆 戻 り して,MissJennyのもとか ら自分 の家 に帰 っ た
Horaoeが,LittleBelleの写 真 を見 なが ら彼 女 の 今 後 を い た ま しい思 い
で考 え る くだ りに な るわ けで,従 ってMS.71-2,TS.181-82中に あ る,
HoraceがMissJennyめ部 屋 か ら自分 の部屋 に戻 って,暗 闇 の 中 の 眠 た
げな,今 は もう,う るささを通 り越 して快 よ くさえ聞 こえ る蝉の声を聞 きなが
ら,遠 くの夜の町の ことを思 い浮 かべ る とい う一 節 は,削 除 され る ことにな
る。 ただ,こ の夜 闇 の中 の蝉 の声 の イ メー ジは,R.に お いて,Horaceが
LittleBelleの 写真 を眺 め る場 面へ の 導入部 とな る,次 の よ う な文 章 に 利
用 され たと考えていいであろ う。
Hereゼurnedto・town.Thenightwaswarm,thedark-
nessfilledwiththesoundofnewfledgedcicadas.
(R.162)
MS.,TS,の 上 記 に続 く部 分 は,Horaceが(読 者 に して み れ ば,ま こ
とに唐突 に)「 夜 明けの三時」 という時刻 に,ひ んや りした空気 を吸 いつつ 照
明 された 「裁判所の時計」 の下 を通 って,靴 音を響かせ なが らひとり停車場へ
赴 くとい う もの な の だ が,R.で は,上 のLittleBelleの 写 真 の 場 面 に
続 けて,次 の よ うなMS.,TS.をr部 活 か した 説 明 を 付 け 加 え た 上 で
Horaceが 停車場へ行 くことにな り,叙 述 に飛躍がな くな ってい る。
Helayinbed,dressed,withthelightburning,untilhe
heardthecourthouseclockstrikethree.(R.163)
さて,停 車場 に着いてみ ると,一 人 の女 がそ こで汽車 を待 って いるのだが,
MS.,TS。,R.に よ るそ の女 の描 き方 の変 化 を順 に眺 め て み たい 。MS.一
(a)は 最 も初 めのか たち。(b)は,そ れに更にマ ー ジンへ の追記を加えた もの
であ る。順 を追 うに従 って,次 第に女の姿がよ り明確 な具体性 を帯びて浮かび
上 って来 るといえるだ ろう。.
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MS.72-(a):
awomaninacalicodress,adiぬgyshawlandahattrih}med
brightwithrigidmGribundflowers.
MS.72-(b):
awomaninacalicodress,adingyshawlandahattrimmed
brightwithrigidmoribundflowersうherheadbent,herhands
b・・ssed・na
.P・per-w・apP・dparcel・herl・p…t・aw・ ・it-
caseatherfeet.
TS.182:
awomaninaca五eodress,adingyshaw】andanαωゐωαrdhat
brightwith'rigidandmoribundflowers,herheadbentand
herhandscrossedonapaper-wrappedparceLon'herlap,a
strawsuit-caseather飴et.(ltalicsmine)
R.163:
awomaninacallcodress,inadingyshawlandanewhat
trimmedwithrigidandmoribundflowerssetsquareand
awkward◎nherhead.Herheadwasbent;shemayhavebeen
asleep;herhandscrossedonthepaper二wrappedparcelupon
h』rlap,astrawsuitcaseatherfeet.
この停 車 場でH愈aceは 忘れ 物 に気づ く。R.163で は それ は ただpipe
だ け なの だ が,MS.72とTS.182-83の 場合 は,ま ず 本 を忘 れ た こ と
に気づ き,そ'れ か らそ の本 に立 て か けて あ ったLittleBelle:の 写 真,そ,
の次 によ うや くパ イプを思 い出すわ けで,写 真 を思 い出 した時のHoraceに
ついては次 のよ うに書かれて いる.。
Thephotographwasstillproppedagainstit-theverything
whichhaddrivenhimfrombedてandintothedarkroad}一く〔 〕
内 はTS.に お い で"towalkfourandthreequarte凶miles
inthederkness")(MS.72,TS.182-83)
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Horaceが 停車場 に来たのは,Templeの 安否 をた しかめ るため にOxford
へ行 ってみよ うと考 えたか らなのだが,彼 にそういう気持を起 こさせた直接 の
原因 はLittleBelleの 写真 で あ っ た。 彼 女 の写 真 を 見 て い る うち に,そ
うしないではい られない思 いに駆 られた とい うわけで あ る。 なぜだ ろうか。
l
LittleBelleの 顔を 見て い る うち に,彼 女 と さ して 年 齢 の 違 わ な い
Templeを 男の毒牙にかけさせてはならないという,い わば通常の成人の持つ
常識的倫理観だけから飛び出したなどというものではないと思う。間もなく失
われるだろうLittleBelleの 無垢。 無垢 とい うものの価値 を自覚 してい
ない者には,そ の失い方さえどうでもいいことなのかもしれないが,世 には無
垢を無残に汚すことだけに興味を持つ者もいるのだ。やがては失われる無垢で
はあっても,邪 悪が大手を振ってまかり通る,そ ういう救いようのない失われ
方だけは避けねばならない一 これがHoraceの 気持だったといえよう。
Oxfordで 汽車を降 り,大 学 のある丘 をのぼって行 きな が ら,Horaceは 自
分 の周 りの学生 たちの群 を眺め る。男子学生 と人 目禅 らずふ ざけ合 って行 く女
子 学生 たち。 これ はMS.73,TS.187に あ る叙 述 で,そ の ま まR.166
に使 われてい るが,こ の箇所 に続 く次の文で始ま る一 節は,R.か ら削 られ て
い る。
Watchingthem〔thestudents〕Horacebegantolaugh,with-
outmirth.AndthisiswhatIhavebeenIosingsleepover,
hethought.(MS.73,TS.187)
こういう手合いは,人 間を野獣から切 り離 しているもの,っ まり悲劇を生 き
ることの高貴さなどとは無縁のもので,悩 むなんていうことの絶えてない生き
物なのだ。ひょっとしたら,皮 肉なことばかり起こる自分の人生で一番皮肉な
出来事として,今 しがた自分を歩道に跳びのかせて通って行ったあの女の子が,
Templeと いう娘であったかもしれない,と 思うくだりがR.か ら取 り除かれて
いるのである。
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R。 で はそづ くり削 られ て しまうに もかか わ らず,MS.はFaulknerが
この箇所で叙述にかな り苦労 した痕 を示 して い る。つ ま り,Oxfordで 下車 す
るとす ぐに,Horaceを 郵 便局 に行 かせ るよ うにす るのがFaulknerの 最 初
の考 えだったのだが,'こ こで どう して もHoraceの 意 識 描写 を入 れた い と考
える。 そ して客観描写に移 りそ うにな ると,ま たそれを消 して更 に意識描写を
引き延 ば して行 くのであ る。
例 えば,ひ ょっと した らい ま自分を跳びのかせ た女子学生,傍 若無人の女が
ま さにTempleだ ったので はな いか と考 え,嫌 気 の さ したHoraceは,そ
の まま停車 場へ 戻 ってJeffersonに 帰 って しまお うか と思 う。 しか しそれ
で も気 を とり直 して,と にか くTempleの ことを人 に たずね,彼 女 が いま こ
こにい るか どうかだけはた しかめて お こう。わ ざわ ざ彼女に会って,し か も自
分の仕出か した ことなど知 らぬげにっ んとされ る必要な どありは しない。 ただ
事 をは っき りさせて,そ れが済ん だ らさっさと帰 って しまお う,と 考え るので
あ る。 そ して そ の こ とか ら,今 度 はLittleBelleを 思 い浮 かべ,Little.
Belleも 結局 は あの女 子学生 やTempleの よ うに な って行 くの だ ろ うか,
と暗然 とす るとい うことにな るのだが,し か しこの部分 もまた消 され,あ らた
めて,LittleBelleへ の言 及 を除 いた もの一 いまの あ の無 作 法 な 女 子学
生 が皮 肉に もTempleだ った とい うこと もあろうが,と にか く彼 女 の所在 だ
けは た しか め て み よ う。"Nothavetoseeher,haveherpreeningher
littlebehindatme,innocentandblandand6bliviousofallfollyand
allinjustice"(MS.74)と書 き 改 め られ て,し か も このMS.74の 結
語 はTS.か らも落 されて いるので あ る。
オ リジナル版 を書 き直すにあた って,Faulknerが した一 番大 き な変 更 の一
っ は,Horaceを 内側 か ら眺め ることの放棄,つ まりその意識を描写 す る こと
をやめて しまった ということであ る。Horaceの よ うな理想主 義者 を内側 か ら 、
描 くと,そ の描写は しば しば詠嘆的にな り,弱 い性格 とい う印象 を与えかねな
いで あろう。外側か ら,ま ず 行動 す るもの としてHoraceを 書 く一 仮 に内
部 に傷つ きやす い魂を持 って いよ うと,と にか くそ こにはよかれ悪 しかれ迷 う
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ことより少な く,社 会悪 と闘 う男 と して のHoraceが 現わ れて来 る。Faulk-
nerがR.でHoraceの 意識描写 を捨て た理由の一つは これであっ たと思 う。
さて,Horac6は 車 中でCla'enceSnopesと みず か ら名乗 る男 に出会 う。
この人 物 の経 歴 につ いて,二 十 年 ぐらい前 にFrenchman'sBend近在 か ら
Jeffersonに や って来たこの男 の属す る一 族が,い まや大 変 な数 にな り,選
挙の ときには 自分 たち一 族の数 だ けで 当選で きたのだ と述べ る くだ り(TS.
192;R.171)あ た り まで は,R.は ほぼTS.通 りで あ る。 と ころが,
この箇 所 のMS.は か な り違 って い る。MS.75に は,上 記 のSnopesの
経歴 につ いての 記述 は見 当 らないの であ る。(従 って"Frenchman'sBend"
の話 も当然出て来 ない。)そ してそれ に代 るもの と して,約4～500字 ばか り
のか な り長いHoraceの 意識 というよ りも内部 思考 とで もい うべ きものが
述べ られ る。 この部分 のFaulknerの 筆 跡 は,解 読 す るの にか な り困難 な も
のであ るが,そ の意味す る所 は凡 そ次の ようなものであ る。
こう してOxfordま で出て は来 た ものの,一 体何 が見 つ か ったろ う。 今 こ
うしてい ると,(Goodwinの 入 れ られて い る)刑 務 所 の窓が,そ して あの女
の ことが頭に浮かんで来る。彼 らのために役立っ ようなもの は何 も見っけ られ
ず,見 っけた として も,そ れ はただ気楽でい い気 な女子 学生 の姿 で,Temple
に抱 いて いたイメー ジは,彼 女 の仲 間 を見 て忽 ち崩 れて しま ったが,代 りに
「(Templeは)大 丈夫だ」な どと気やすめ も言ってい られない気持 にな って し
ま っ た。"ButthecoInfortwasasevanescentastheimagewhich
postulateit."そ して それ に続 いて,も う一 度 あの 娘の ことを話 してみ な さ
い,と いう唐突な一 文があ って,次 の一 節はそ こか らがRubyの 話 とい うか
たちで,TempleがPopeyeの車 で連 れ去 られ た時 の様子 が述べ られ る こと
になる。 もちろん,Rubyが 実際にその場にいるので はないか ら,言 ってみれ
ば ここでのHoraceは,彼 の意識 とい う舞台で,問 い を発す る己れ 自身 とそ
れに答 えるRubyと の一 人二役を演 じるわけで,こ の箇 所 はそ うい うか た ち
で展 開す る完 全な意識描写 になって いるのであ る。
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と ころ がTS.192で は,こ のRubyの 話 に入 る前 の4～500字 が,
次 のように短縮 されて、しま う。
Butoncemoretheman〔Snopes〕wentoutofhismindand
hewasthinkingofthejailwindow,ofthehandlyingit;
ofthewoman.Tellmeagainaboutthatgir1.
(TS.192)
MS.の 叙述 を,な ぜ変えたか一 とヤ・うよ りも,「 消 して しま った」 のか。
TS.の ように改め られて非常によ くな った と も思 えな い。 多分,こ の部分 が
内容的に前に述べ た ことの繰 り返 しになる,っ まり冗慢で あると考えたのだろ
うと思われ る。 別様にいえば,叙 述 がHoraceの 意 識 につ きす ぎ る,意 識描
写 に偏 りす ぎたとい う反省があ っての改変ではなか ったろ うか 。実 際,R.に
なると 「Rubyの 語る話」 も含めて,こ の部分はすべ て落 されて しま うので あ
る。
同様 のことは,こ れ に続 く一 節で も起 こる。TS.192;R.171では,
Hesatquitestill,thecoldpipeinhishand.He
roseandwentforwardthrougkthedaycoach,...
(TS.192)
で あ るが,MS.76で はま た もや,席 を立 つ前 のHoraceの 意 識 を追 う こ
とにな っている。残念 なが ら,MS.の この部分,特 に その後半 は判読不 可能
であ るが,読 み取 れる もの・を拾 い上 げると次のよ うな語が並ぶ ことにな る。
Hesatquitesti11,hishandmotionlessonthepipe.
Jackson_.notsuchabigButwhatevenared-necklegis-
lator_.Butthatstupidanimal,hethought;That...
thikingofthepriceyoupaywhenyouoncegetoutofthe
rhythmofthings,ofthesorrydodgesyouareputtofor
rarepeaceofmind.(MS.76)
R.はTS.を そ のま ま踏 襲 して 第19章 の終 り・まで行 くの であ るが,い ず
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れにせよ,Faul㎞erはR.に おいて,TS.段 階で も(数 は少ないなが ら)
時としておこなった上記のような意識描写の削除を,今 度は文字通り 「意識的
に」徹底的におこなうことによって,Horaceの 中から観念過剰の知識人 の面
影をできるだけ取り除こうとしたのだといえるだろう。
MS.77,TS.195で上 記 に 続 く場 面 は,HoraceがJeffersonの停
車場 に迎 えに来て い たIsomの 運 転す る車 に乗 ってNarcissaの 家 に戻 る
途中,Rubyの 泊って いるホテル に立 ち寄 る,と い うものだ が,Faulknerは
改訂版で この部分 を第20章 の冒頭へ 持 って行 き,車 は顔見知 りの運転手 のタク
シー に変 えると共 に,更 に その運転手の口か らRubyは もうホテ ル にいな い
と聞か され るとい う設定に改め る。 ただ し,Rubyが 教会の婦人 共のために刑
務所 に入れ られたのを知 り,そ の様子を見 るために刑務 所へ赴 くとい う部分 は,
改 訂 版 もMS.,TS.の ま ま で,オ リ ジ ナ ル 版 の 方 はMS.77,TS.
198の ここまでの叙 述で 第XII章 を終 えて い る。(一 方,R.の 第20章 は まだ
続 き,後 述 す る通 りこのあ とは オ リジナル 版第XVII章 の ものが使 われ る こ
とにな る。)
13.「第XII璋 」 について
MS.78,TS.199か ら始 ま る この章 は,改 訂 版 の 第18章 前半 と して 使 わ
れ る。.
MS.,TS.間 に 幾 分 の違 い は あ るが,R.はTS.にそ の ま ま従 っ て
いるので,こ こで は主 として,こ の章を読んで直ちに目にっ く一,二 の措辞上
の問題を考えてみ たい。一 番大 きな問 題 はR.のp.141に 見 出 され,こ れ
はか な り念入 りに検討 しな ければ ならない ものだが,紙 数の都合があ るので,
今回 は順序 を逆 に して,改 訂版 のp.142に 現われ る一 語をめ ぐる問題を,ま
ず最 初に考 えておこ うと思 う。
R.142に,犬 の 目を描写 した次 の一文 が出て来 る。
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Fromtheir〔dogs'〕curledshapelessfacesbead-likeeyes
glaredwithcholericferocity,theirmouthsgapedpinkly
uponneedle-liketeeth.
上 記文 中 に ある"ferocity"と い う語 は,MS.段 階か ら数 え れ ば,な ん
と三 度 目の修 正で よ うや くき まった もので あ る。 す なわ ち,MS.81で は
"cholericill-temper"で あ り,そ れがTS.210で 先 ず"savageness"に
変 え られ,更 にそれ も考え直 されてよ うや く"ferocity"に きまって,こ れが
R.に 持 って行 かれ たというわ けで ある。
不機嫌→野蛮 →残忍 という変化 によ って,甘 やか され たいや らしいペ ッ ト・
ドッグの イメー ジが,次 第に明確 になって行 くが,こ の ことは,Faulknerが
ささやかな単語一つ にもどれ程の注意を払 っていたかとい うこと,言 い換 えれ
ば,彼 はた しかに,み ずか ら納得で きるものだ けを書 こうとしていた⑱だ とい
うことを示す,一 つの例 にな るものだ と思 う。 口で は何 と言 って みよ うと,事
実 と して,Faulknerは 小説 を書 くことに常 に渾身の力を籠め て いたの だ とい
え ようrか くして我 々 は,オ リジナル 版の&鵬c加 αη もま た,そ の様 々な
欠点 に もかかわ らず(改 訂版同様)Faulknerの 全力的作品で あ った と考 えな
いわけには行か ない。
"(未 完)
